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ない。ところが、その非可換ゲージ理論である QCD も、 't Hooft の提案した「アーベリアン・ゲージ固定」を施す
とモノポールを含む可換ケ、.ージ理論に還元される o そして、もし QCD に現れるモノポールが凝縮をすれば、系は超
伝導体と双対な性質を示し、 QCD 真空におけるカラー電束の排除、及びそれに基づくカラーの閉じ込めの物理的説
明等が可能になる。この閉じ込め機構を内包するのが双対ヒッグス理論である O 我々は双対ヒッグス理論に基づき、
カラーの閉じ込めを中心とする QCD 真空の諸性質を、格子 QCD 理論によるシミュレーションと QCD の赤外有効理
論である双対ギンツブ、ルグ・ランダウ (DGL)理論双方を用いて考察した。

































モノポール) 3. モノポールが凝縮する(モノポール凝縮)これら三つの疑問に答える為に 8U(2) のゲージ理論を
例にとり大規模な格子 QCD 計算を行った上で特別のゲージ (MAゲージ)固定を行い上の三つの点を確かめた。さ
らに双対ヒッグス機構を取り込んだ双対ギンツブールグ・ランダウ理論についての考察も行った。
非可換ゲージ理論における閉じ込め現象が特別のゲージを採用することにより双対ヒソグス機構によることを明か
にしたことは素粒子・原子核物理の発展に重要な寄与をしたと評価できる o
これらの研究内容は学術的内容が高く、博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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